
議

案

第

二

十

五

号 

  
 

港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

 
規

則

に

つ

い

て

 

 

 

令

和

七

年

三

月

二

十

六

日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

港

区

教

育

委

員

会 

        

令和７年３月２６日 

教育委員会議案資料 No.４ 



 
 

 

港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改 

 
 

 

正

す

る

規

則

（

案

） 

 

港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

十

二

年

港

区

教

育

委

員

会

規

則

第

七

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。 

 

第

八

条

の

二

第

七

項

第

二

号

中

「

、

条

例

第

十

一

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

請

求

に

あ

っ

て

は

三

歳

に

、

条

例

第

十

一

条

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

請

求

に

あ

っ

て

は

」

を

削

る

。 

 

第

十

六

条

第

二

項

に

次

の

た

だ

し

書

を

加

え

る

。 

 
 

た

だ

し

、

連

続

し

て

九

十

日

を

超

え

る

こ

と

が

で

き

な

い

。 

 

第

十

六

条

中

第

三

項

を

第

五

項

と

し

、

第

二

項

の

次

に

次

の

二

項

を

加

え

る

。 

３ 

病

気

休

暇

の

承

認

を

受

け

よ

う

と

す

る

職

員

が

、

当

該

承

認

を

受

け

よ

う

と

す

る

病

気

休

暇

の

期

間

の

初

日

前

一

年

以

内

に

、

病

気

休

暇

（

当

該

承

認

を

受

け

よ

う

と

す

る

病

気

休

暇

に

係

る

負

傷

又

は

疾

病

の

症

状

等

と

明

ら

か

に

異

な

る

負

傷

又

は

疾

病

に

よ

る

も

の

を

除

く

。

）

を

取

得

し

て

い

る

と

き

は

、

当

該

病

気

休

暇

の

期

間

と

当

該

承

認

を

受

け

よ

う

と

す

る

病

気

休

暇

の

期

間

は

連

続

し

て

い

る

も

の

と

み

な

し

て

、

前

項

た

だ

し

書

の

規

定

を

適

用

す

る

。 

４ 

第

二

項

た

だ

し

書

及

び

前

項

の

規

定

は

、

地

方

公

務

員

法

第

二

十

二

条

に

規

定

す

る

条

件

付

採

用

の

期

間

中

の

職

員

及

び

治

療

の

方

法

又

は

頻

度

そ

の

他

の

事

情

を

考

慮

し

て

勤

務

し

な

い

こ

と

が

適

当

で

あ

る

と

教

育

委

員

会

が

認

め

る

職

員

に

は

適

用

し

な

い

。 



 

第

二

十

二

条

第

一

項

中

「

一

年

三

月

」

を

「

一

年

六

月

」

に

改

め

、

同

条

第

五

項

を

同

条

第

六

項

と

し

、

同

条

第

四

項

の

次

に

次

の

一

項

を

加

え

る

。 
５ 
教

育

委

員

会

は

、

男

子

職

員

が

第

三

項

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

こ

と

に

よ

り

、

当

該

男

子

職

員

の

子

が

生

後

一

年

六

月

に

達

す

る

ま

で

の

間

の

全

期

間

に

わ

た

り

育

児

時

間

の

承

認

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

場

合

で

あ

っ

て

、

そ

の

後

に

同

項

各

号

の

い

ず

れ

に

も

該

当

し

な

い

こ

と

と

な

っ

た

と

き

は

、

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

当

該

子

が

生

後

二

年

に

達

す

る

日

の

前

日

ま

で

の

間

に

つ

い

て

、

当

該

男

子

職

員

の

育

児

時

間

を

承

認

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

第

二

項

及

び

前

項

の

規

定

を

準

用

す

る

。 

 

第

二

十

九

条

第

三

項

第

一

号

中

「

禁

錮

」

を

「

拘

禁

刑

」

に

改

め

る

。 

 

第

二

十

九

条

の

二

の

見

出

し

を

「

（

子

の

看

護

等

休

暇

）

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

中

「

子

の

看

護

休

暇

」

を

「

子

の

看

護

等

休

暇

」

に

、

「

看

護

（

」

を

「

看

護

等

（

」

に

、

「

を

行

う

」

を

「

若

し

く

は

学

校

保

健

安

全

法

（

昭

和

三

十

三

年

法

律

第

五

十

六

号

）

第

二

十

条

の

規

定

に

よ

る

学

校

の

休

業

そ

の

他

こ

れ

に

準

ず

る

事

由

に

伴

う

そ

の

子

の

世

話

を

行

う

こ

と

又

は

そ

の

子

の

教

育

若

し

く

は

保

育

に

係

る

行

事

へ

の

参

加

を

す

る

」

に

改

め

、

「

を

い

う

」

の

下

に

「

。

第

四

項

に

お

い

て

同

じ

」

を

加

え

、

同

条

第

二

項

及

び

第

三

項

中

「

子

の

看

護

休

暇

」

を

「

子

の

看

護

等

休

暇

」

に

改

め

、

同

条

第

四

項

中

「

子

の

看

護

休

暇

」

を

「

子

の

看

護

等

休

暇

に

、

「

看

護

を

」

を

「

看

護

等

を

」

に

改

め

る

。 

 

第

三

十

条

の

二

第

三

項

中

「

よ

る

部

分

休

業

」

の

下

に

「

又

は

条

例

第

十

八

条

の

三

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

こ

 

 

」 



子

育

て

部

分

休

暇

」

を

加

え

、

「

当

該

部

分

休

業

」

の

下

に

「

又

は

当

該

子

育

て

部

分

休

暇

」

を

加

え

、

同

条

の

次

に

次

の

五

条

を

加

え

る

。 
（

子

育

て

部

分

休

暇

） 

第

三

十

条

の

三 

子

育

て

部

分

休

暇

の

承

認

は

、

正

規

の

勤

務

時

間

の

始

め

又

は

終

わ

り

に

、

一

日

に

つ

き

二

時

間

を

超

え

な

い

範

囲

内

で

、

三

十

分

を

単

位

と

し

て

行

う

も

の

と

す

る

。 

２ 

職

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

条

例

第

十

五

条

の

規

定

に

よ

る

部

分

休

業

、

条

例

第

十

七

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

育

児

時

間

又

は

条

例

第

十

八

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

介

護

時

間

の

承

認

を

受

け

て

勤

務

し

な

い

時

間

が

あ

る

職

員

に

対

す

る

子

育

て

部

分

休

暇

の

承

認

に

つ

い

て

は

、

一

日

に

つ

き

二

時

間

か

ら

当

該

部

分

休

業

、

当

該

育

児

時

間

又

は

当

該

介

護

時

間

の

承

認

を

受

け

て

勤

務

し

な

い

時

間

を

減

じ

た

時

間

を

超

え

な

い

範

囲

内

で

行

う

も

の

と

す

る

。 

３ 

教

育

委

員

会

は

、

子

育

て

部

分

休

暇

に

つ

い

て

、

養

育

を

必

要

と

す

る

事

由

を

確

認

す

る

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

証

明

書

等

の

提

出

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。 

４ 

子

育

て

部

分

休

暇

の

申

請

は

、

第

十

二

号

様

式

及

び

第

十

三

号

様

式

に

よ

り

行

う

も

の

と

す

る

。 

５ 

教

育

委

員

会

は

、

子

育

て

部

分

休

暇

の

申

請

に

つ

い

て

、

条

例

第

十

八

条

の

三

第

一

項

に

定

め

る

場

合

に

該

当

す

る

と

認

め

る

と

き

は

、

こ

れ

を

承

認

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

当

該

申

請

に

係

る

期

間

の

う

ち

公

務

の

運

営

に

支

障

が

あ

る

日

又

は

時

間

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。 

６ 

子

育

て

部

分

休

暇

の

承

認

は

、

当

該

子

育

て

部

分

休

暇

を

取

得

し

て

い

る

職

員

が

産

前

の

休

業

を

始

め

、



若

し

く

は

出

産

し

た

場

合

、

当

該

職

員

が

休

職

若

し

く

は

停

職

の

処

分

を

受

け

た

場

合

又

は

当

該

子

育

て

部

分

休

暇

に

係

る

子

が

死

亡

し

、

若

し

く

は

当

該

職

員

の

子

で

な

く

な

っ

た

場

合

に

は

、

そ

の

効

力

を

失

う

。 
７ 
教

育

委

員

会

は

、

次

に

掲

げ

る

事

由

が

あ

る

と

き

は

、

子

育

て

部

分

休

暇

の

承

認

を

取

り

消

す

も

の

と

す

る

。 

 

一 

子

育

て

部

分

休

暇

を

取

得

し

て

い

る

職

員

が

当

該

子

育

て

部

分

休

暇

に

係

る

子

を

養

育

し

な

く

な

っ

た

と

き

。 

 

二 

子

育

て

部

分

休

暇

を

取

得

し

て

い

る

職

員

に

つ

い

て

当

該

子

育

て

部

分

休

暇

に

係

る

子

以

外

の

子

に

係

る

子

育

て

部

分

休

暇

を

承

認

し

よ

う

と

す

る

と

き

。 

 

三 

子

育

て

部

分

休

暇

を

取

得

し

て

い

る

職

員

に

つ

い

て

当

該

子

育

て

部

分

休

暇

の

内

容

と

異

な

る

内

容

の

子

育

て

部

分

休

暇

を

承

認

し

よ

う

と

す

る

と

き

。 

８ 

職

員

は

、

子

育

て

部

分

休

暇

に

係

る

子

の

養

育

状

況

に

変

更

が

生

じ

た

場

合

に

は

、

第

十

四

号

様

式

に

よ

り

教

育

委

員

会

に

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

（

介

護

に

つ

い

て

の

申

出

が

あ

っ

た

場

合

に

お

け

る

意

向

確

認

等

） 

第

三

十

条

の

四 

条

例

第

十

八

条

の

四

第

一

項

の

教

育

委

員

会

規

則

で

定

め

る

制

度

又

は

措

置

（

以

下

「

介

護

両

立

支

援

制

度

等

」

と

い

う

。

）

は

、

次

に

掲

げ

る

制

度

又

は

措

置

と

す

る

。 

 

一 

条

例

第

十

八

条

第

一

項

に

規

定

す

る

介

護

休

暇 

 

二 

条

例

第

十

八

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

介

護

時

間 



 

三 

条

例

第

十

一

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

る

同

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

深

夜

勤

務

を

さ

せ

な

い

こ

と

。 

 

四 
条

例

第

十

一

条

の

二

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

る

同

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

超

過

勤

務

を

さ

せ

な

い

こ

と

。 

 

五 

条

例

第

十

一

条

の

三

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

読

み

替

え

る

同

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

超

過

勤

務

を

さ

せ

な

い

こ

と

。 

 

六 

条

例

第

十

七

条

第

一

項

に

規

定

す

る

短

期

の

介

護

休

暇

 

第

三

十

条

の

五 

条

例

第

十

八

条

の

四

第

一

項

の

教

育

委

員

会

規

則

で

定

め

る

事

項

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

と

す

る

。 

 

一 

介

護

両

立

支

援

制

度

等 

 

二 

介

護

両

立

支

援

制

度

等

の

請

求

先

、

申

告

先

又

は

申

請

先 

 

三 

地

方

公

務

員

等

共

済

組

合

法

（

昭

和

三

十

七

年

法

律

第

百

五

十

二

号

）

第

七

十

条

の

四

第

一

項

に

規

定

す

る

介

護

休

業

手

当

金

そ

の

他

こ

れ

に

相

当

す

る

給

付

に

関

す

る

必

要

な

事

項 

２ 

条

例

第

十

八

条

の

四

第

一

項

又

は

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

、

職

員

に

対

し

て

、

前

項

各

号

に

掲

げ

る

事

項

を

知

ら

せ

る

場

合

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

い

ず

れ

か

の

方

法

（

同

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

場

合

に

お

け

る

第

三

号

に

掲

げ

る

方

法

に

つ

い

て

は

、

当

該

職

員

が

希

望

す

る

場

合

に

限

る

。

）

に

よ

っ

て

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 



 

一 

面

談

に

よ

る

方

法 

 
二 

書

面

を

交

付

す

る

方

法 

 

三 
電

子

メ

ー

ル

そ

の

他

の

そ

の

受

信

を

す

る

者

を

特

定

し

て

情

報

を

伝

達

す

る

た

め

に

用

い

ら

れ

る

電

気

通

信

（

以

下

「

電

子

メ

ー

ル

等

」

と

い

う

。

）

の

送

信

に

よ

る

方

法

（

当

該

職

員

が

当

該

電

子

メ

ー

ル

等

の

記

録

を

出

力

す

る

こ

と

に

よ

り

書

面

を

作

成

す

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

に

限

る

。

）

 

第

三

十

条

の

六 
条

例

第

十

八

条

の

四

第

一

項

の

教

育

委

員

会

規

則

で

定

め

る

措

置

（

第

三

号

に

掲

げ

る

措

置

に

あ

っ

て

は

、

職

員

が

希

望

す

る

場

合

に

限

る

。

）

は

、

次

に

掲

げ

る

措

置

と

す

る

。 

 

一 

面

談 

 

二 

書

面

の

交

付 

 

三 

電

子

メ

ー

ル

等

の

送

信

（

当

該

職

員

が

当

該

電

子

メ

ー

ル

等

の

記

録

を

出

力

す

る

こ

と

に

よ

り

書

面

を

作

成

す

る

こ

と

が

で

き

る

も

の

に

限

る

。

） 

（

勤

務

環

境

の

整

備

に

関

す

る

措

置

） 

第

三

十

条

の

七 

条

例

十

八

条

の

五

第

一

項

第

三

号

の

教

育

委

員

会

規

則

で

定

め

る

介

護

両

立

支

援

制

度

等

に

係

る

勤

務

環

境

の

整

備

に

関

す

る

措

置

は

、

次

に

掲

げ

る

措

置

と

す

る

。 

 

一 

職

員

の

介

護

両

立

支

援

制

度

等

の

利

用

に

関

す

る

事

例

の

収

集

及

び

職

員

に

対

す

る

当

該

事

例

の

提

供 

 

二 

職

員

に

対

す

る

介

護

両

立

支

援

制

度

等

及

び

介

護

両

立

支

援

制

度

等

の

利

用

の

促

進

に

関

す

る

方

針

の

周

知 



 

第

三

十

一

条

中

「

及

び

前

二

条

」

を

「

、

第

三

十

条

及

び

第

三

十

条

の

二

」

に

改

め

る

。

 

 
第

四

号

様

式

中

「

教

育

長

」

を

「

任

命

権

者

」

に

改

め

る

。

 

 

第

五

号

様

式

中

「

教

育

長

」

を

「

任

命

権

者

」

に

改

め

る

。

 

 

第

十

号

様

式

中

「

教

育

長

」

を

「

任

命

権

者

」

に

改

め

る

。

 

 

様

式

に

次

の

三

様

式

を

加

え

る

。 



 

 

第１２号様式（第３０条の３関係） 

 

子 育 て 部 分 休 暇 承 認 申 請 書 

 

年  月  日提出 

（任命権者） 

            

               様 

申

請

者 

所 属 

職務名 

氏 名                

 

 

 次のとおり子育て部分休暇の承認を申請します。 

 

   

１  申請に係る子 

氏    名  

続  柄  等  

生 年 月 日    年   月   日 

２  申 請 期 間 

  及 び 時 間 

     期      間 時   間 

 

年  月  日から 

 

年   月    日まで 

 

□毎日 

   

□その他 

（    ） 

午前  時  分から 

    時  分まで 

午後  時  分から 

時  分まで 

 

年  月  日から 

 

年   月   日まで 

 

□毎日 

   

□その他 

（    ） 

午前  時  分から 

    時  分まで 

午後  時  分から 

時  分まで 

３ 備    考 

 

 



第１３号様式（第３０条の３関係）

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　次のとおり子育て部分休暇の承認の取消しを申請します。

（任命権者）
　
　　　　　　　　　　　　　　　　様

子　育　て　部　分　休　暇　承　認　取　消　申　請　書

　年　　月分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

時間
　分

  月　　　　　　間　　　　　　計

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

休暇の承認を取り消された時間
午　　前 午　　後

　時　　分から
　時　　分まで

所属

職務名

氏名

時間数 申請
者印

担当
者印

時間
　分

時間
　分

日
付

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

備考承認権
者印

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分



 

 

第１４号様式（第３０条の３条関係） 

 

養  育  状  況  変  更  届 

                                  年  月  日 提出 
 

（任命権者） 

                              様 

 

    

                                                         所 属 

 

                                                         職務名 

 

                                                         氏 名                     

 

 

 
   

次のとおり子育て部分休暇に係る子の養育の状況について変更が生じたので届け出ます。 

 

１ 届 出 の 事 由 

 

   □ 子育て部分休暇に係る子を養育しなくなった。 

 

      □ 同居しなくなった。  □ 負傷・疾病   □ その他（          ） 

 

   □ 子育て部分休暇に係る子が死亡した。 

 

   □ 子育て部分休暇に係る子と離縁した。 

 

  □ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が取り消された。 

 

  □ 子育て部分休暇に係る子との親族関係が特別養子縁組により終了した。 

 

  □ 子育て部分休暇に係る子についての民法第８１７条の２第１項の規定による請求に係る家 

事審判事件が終了した。 

 

  □ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が成立しないまま児童福祉法第２７条第１項第３号 

の規定による措置が解除された。 

 

   □ その他（                          ） 

 

 

 ２ 届出事由が発生した日 

 

         年  月  日 

  （注）該当する□にはレ印を記入すること。 



 
 

 

付 

則 
（

施

行

期

日

） 
１ 
こ

の

規

則

は

、

令

和

七

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

規

定

は

、

当

該

各

号

に

定

め

る

日

か

ら

施

行

す

る

。 

 

一 

付

則

第

三

項

の

規

定 

公

布

の

日 

 

二 

第

二

十

九

条

第

三

項

第

一

号

の

改

正

規

定 

令

和

七

年

六

月

一

日 

（

経

過

措

置

） 

２ 

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

港

区

幼

稚

園

教

育

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

、

休

暇

等

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

以

下

「

改

正

後

の

規

則

」

と

い

う

。

）

第

二

十

二

条

第

一

項

及

び

第

五

項

の

規

定

は

、

こ

の

規

則

の

施

行

の

日

（

以

下

「

施

行

日

」

と

い

う

。

）

以

後

の

育

児

時

間

の

申

出

に

つ

い

て

適

用

し

、

施

行

日

前

の

育

児

時

間

の

申

出

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。 

（

施

行

前

の

準

備

） 

３ 

改

正

後

の

規

則

第

二

十

二

条

第

五

項

の

規

定

に

よ

る

育

児

時

間

の

申

出

及

び

第

三

十

条

の

三

の

規

定

に

よ

る

子

育

て

部

分

休

暇

の

申

請

は

、

こ

の

規

則

の

施

行

の

日

前

に

お

い

て

も

行

う

こ

と

が

で

き

る

。 



港
区
幼
稚
園
教
育
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
新
旧
対
照
表 

改 
 

正 
 

案 

現 
 
 

 
 

行 

 
 

（
前
略
） 

（
前
略
） 

 
 

（
育
児
又
は
要
介
護
者
の
介
護
を
行
う
職
員
の
超
過
勤
務
の
制
限
） 

（
育
児
又
は
要
介
護
者
の
介
護
を
行
う
職
員
の
超
過
勤
務
の
制
限
） 

第
八
条
の
二 

（
略
） 

第
八
条
の
二 

（
略
） 

２
～
６ 

（
略
） 

２
～
６ 

（
略
） 

７ 

超
過
勤
務
制
限
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る

期
間
を
経
過
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の

事
由
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
は
、
超
過
勤
務
制
限
開

始
日
か
ら
当
該
事
由
が
生
じ
た
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
の
請
求
で
あ
っ
た
も

の
と
み
な
す
。 

７ 

超
過
勤
務
制
限
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
に
係
る

期
間
を
経
過
す
る
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の

事
由
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
は
、
超
過
勤
務
制
限
開

始
日
か
ら
当
該
事
由
が
生
じ
た
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
の
請
求
で
あ
っ
た
も

の
と
み
な
す
。 

 

一 

（
略
） 

 

一 

（
略
） 

 

二 

当
該
請
求
に
係
る
子
が
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
し
た
場
合 

 

二 

当
該
請
求
に
係
る
子
が
、
条
例
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請

求
に
あ
っ
て
は
三
歳
に
、
条
例
第
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求

に
あ
っ
て
は
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
し
た
場
合 

８
～ 

 

（
略
） 
８
～ 

 

（
略
） 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

10 

10 

令和７年３月２６日 

教育委員会議案資料 No.４‐２ 



（
病
気
休
暇
） 

（
病
気
休
暇
） 

第
十
六
条 

（
略
） 

第
十
六
条 

（
略
） 

２ 
病
気
休
暇
の
期
間
は
、
療
養
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と

認
め
ら
れ
る
必
要
最
小
限
の
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
連
続
し
て
九
十
日
を
超

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

２ 

病
気
休
暇
の
期
間
は
、
療
養
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と

認
め
ら
れ
る
必
要
最
小
限
の
期
間
と
す
る
。 

３ 

病
気
休
暇
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
職
員
が
、
当
該
承
認
を
受
け
よ
う
と

す
る
病
気
休
暇
の
期
間
の
初
日
前
一
年
以
内
に
、
病
気
休
暇
（
当
該
承
認
を
受

け
よ
う
と
す
る
病
気
休
暇
に
係
る
負
傷
又
は
疾
病
の
症
状
等
と
明
ら
か
に
異
な

る
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
取
得
し
て
い
る
と
き
は
、
当
該

病
気
休
暇
の
期
間
と
当
該
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
病
気
休
暇
の
期
間
は
連
続

し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

 

４ 

第
二
項
た
だ
し
書
及
び
前
項
の
規
定
は
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
に
規

定
す
る
条
件
付
採
用
の
期
間
中
の
職
員
及
び
治
療
の
方
法
又
は
頻
度
そ
の
他
の

事
情
を
考
慮
し
て
勤
務
し
な
い
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
教
育
委
員
会
が
認
め
る

職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

 

５ 

（
略
） 

３ 

（
略
） 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

（
育
児
時
間
） 
（
育
児
時
間
） 

第
二
十
二
条 

育
児
時
間
は
、
生
後
一
年
六
月
に
達
し
な
い
子
を
育
て
る
職
員
が

当
該
子
を
育
て
る
た
め
の
休
暇
と
す
る
。 

第
二
十
二
条 

育
児
時
間
は
、
生
後
一
年
三
月
に
達
し
な
い
子
を
育
て
る
職
員
が

当
該
子
を
育
て
る
た
め
の
休
暇
と
す
る
。 



２
～
４ 

（
略
） 

２
～
４ 

（
略
） 

５ 

教
育
委
員
会
は
、
男
子
職
員
が
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

に
よ
り
、
当
該
男
子
職
員
の
子
が
生
後
一
年
六
月
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
全
期

間
に
わ
た
り
育
児
時
間
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
あ
っ

て
、
そ
の
後
に
同
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
子
が
生
後
二
年
に
達
す
る
日
の
前
日
ま

で
の
間
に
つ
い
て
、
当
該
男
子
職
員
の
育
児
時
間
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
及
び
前
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 
６ 

（
略
） 

５ 

（
略
） 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
） 

（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
） 

第
二
十
九
条 

（
略
） 

第
二
十
九
条 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
者
で
、
次
の
各
号
に
該

当
す
る
も
の
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
に
お
い
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休

暇
を
承
認
す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
者
で
、
次
の
各
号
に
該

当
す
る
も
の
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
に
お
い
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休

暇
を
承
認
す
る
。 

 

一 

前
項
の
規
定
に
よ
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
を
承
認
す
る
こ
と
と
な
る
年
度

の
四
月
一
日
に
お
い
て
、
刑
事
事
件
の
被
疑
者
と
し
て
検
察
官
に
逮
捕
さ
れ

た
者
若
し
く
は
検
察
官
に
送
致
さ
れ
た
者
又
は
被
告
人
と
し
て
刑
事
訴
訟
係

属
中
で
あ
る
者 

公
訴
が
提
起
さ
れ
な
い
こ
と
が
決
定
し
た
日
又
は
無
罪
判

 

一 

前
項
の
規
定
に
よ
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
を
承
認
す
る
こ
と
と
な
る
年
度

の
四
月
一
日
に
お
い
て
、
刑
事
事
件
の
被
疑
者
と
し
て
検
察
官
に
逮
捕
さ
れ

た
者
若
し
く
は
検
察
官
に
送
致
さ
れ
た
者
又
は
被
告
人
と
し
て
刑
事
訴
訟
係

属
中
で
あ
る
者 

公
訴
が
提
起
さ
れ
な
い
こ
と
が
決
定
し
た
日
又
は
無
罪
判



決
が
確
定
し
た
日
若
し
く
は
有
罪
判
決
（
拘
禁
刑
以
上
の
刑
の
場
合
を
除
く
。
）

が
確
定
し
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
す
る
日
が
属
す
る
年
度
の
翌
年
度 

決
が
確
定
し
た
日
若
し
く
は
有
罪
判
決
（
禁
錮こ

以
上
の
刑
の
場
合
を
除
く
。
）

が
確
定
し
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
す
る
日
が
属
す
る
年
度
の
翌
年
度 

 

二
・
三 

（
略
） 

 

二
・
三 

（
略
） 

（
子
の
看
護
等
休
暇
） 

（
子
の
看
護
休
暇
） 

第
二
十
九
条
の
二 

子
の
看
護
等
休
暇
は
、
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
を
養
育
す
る
職
員
が
、
当
該
子
（
次
項
に

お
い
て
「
養
育
す
る
子
」
と
い
う
。
）
の
看
護
等
（
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病

に
か
か
っ
た
当
該
子
の
世
話
又
は
疾
病
の
予
防
を
図
る
た
め
に
必
要
な
当
該
子

の
世
話
若
し
く
は
学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第

二
十
条
の
規
定
に
よ
る
学
校
の
休
業
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
事
由
に
伴
う
そ
の

子
の
世
話
を
行
う
こ
と
又
は
そ
の
子
の
教
育
若
し
く
は
保
育
に
係
る
行
事
へ
の

参
加
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
た
め
勤
務
し
な
い

こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
休
暇
と
す
る
。 

第
二
十
九
条
の
二 

子
の
看
護
休
暇
は
、
十
二
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
を
養
育
す
る
職
員
が
、
当
該
子
（
次
項
に
お

い
て
「
養
育
す
る
子
」
と
い
う
。
）
の
看
護
（
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か

か
っ
た
当
該
子
の
世
話
又
は
疾
病
の
予
防
を
図
る
た
め
に
必
要
な
当
該
子
の
世

話
を
行
う
こ
と
を
い
う
。
）
の
た
め
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
と
認
め
ら
れ
る

場
合
の
休
暇
と
す
る
。 

２ 

子
の
看
護
等
休
暇
は
、
一
会
計
年
度
に
お
い
て
、
一
日
を
単
位
と
し
て
五
日

（
養
育
す
る
子
が
二
人
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
日
）
の
範
囲
内
で
必
要

と
認
め
ら
れ
る
期
間
承
認
す
る
。
た
だ
し
、
職
務
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と

き
は
、
一
時
間
を
単
位
と
し
て
（
子
の
看
護
等
休
暇
の
残
日
数
の
全
て
を
使
用

し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
当
該
残
日
数
の
全
て
を
）
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

子
の
看
護
休
暇
は
、
一
会
計
年
度
に
お
い
て
、
一
日
を
単
位
と
し
て
五
日
（
養

育
す
る
子
が
二
人
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
日
）
の
範
囲
内
で
必
要
と
認

め
ら
れ
る
期
間
承
認
す
る
。
た
だ
し
、
職
務
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、

一
時
間
を
単
位
と
し
て
（
子
の
看
護
休
暇
の
残
日
数
の
全
て
を
使
用
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
残
日
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

当
該
残
日
数
の
全
て
を
）
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

一
時
間
を
単
位
と
し
て
承
認
さ
れ
た
子
の
看
護
等
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
場

合
は
、
七
時
間
四
十
五
分
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
及
び
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
一
日
当
た
り
の
平
均
勤
務
時
間
（
五

分
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
上
げ
て
五
分
単
位
に
し
た
時
間
）
）

３ 

一
時
間
を
単
位
と
し
て
承
認
さ
れ
た
子
の
看
護
休
暇
を
日
に
換
算
す
る
場
合

は
、
七
時
間
四
十
五
分
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
及
び
定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
一
日
当
た
り
の
平
均
勤
務
時
間
（
五
分

未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
上
げ
て
五
分
単
位
に
し
た
時
間
）
）



を
も
っ
て
一
日
と
す
る
。 

を
も
っ
て
一
日
と
す
る
。 

４ 

教
育
委
員
会
は
、
子
の
看
護
等
休
暇
を
承
認
す
る
と
き
は
、
当
該
子
の
看
護

等
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
証
明
書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。 

４ 

教
育
委
員
会
は
、
子
の
看
護
休
暇
を
承
認
す
る
と
き
は
、
当
該
子
の
看
護
を

必
要
と
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
証
明
書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

（
介
護
時
間
） 

（
介
護
時
間
） 

第
三
十
条
の
二 

（
略
） 

第
三
十
条
の
二 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

３ 

港
区
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
港
区
条
例
第
四
号
）

第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
又
は
条
例
第
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る
職
員
に

対
す
る
介
護
時
間
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
二
時
間
か
ら
当
該
部
分

休
業
又
は
当
該
子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ

た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す
る
。 

３ 

港
区
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
港
区
条
例
第
四
号
）

第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ

る
職
員
に
対
す
る
介
護
時
間
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
二
時
間
か
ら

当
該
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な

い
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す
る
。 

４
～
７ 

（
略
） 

４
～
７ 

（
略
） 

（
子
育
て
部
分
休
暇
） 

 

第
三
十
条
の
三 

子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
は
、
正
規
の
勤
務
時
間
の
始
め
又
は

終
わ
り
に
、
一
日
に
つ
き
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
三
十
分
を
単
位
と

し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

２ 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
、

 



条
例
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
間
又
は
条
例
第
十
八
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る
職

員
に
対
す
る
子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
二
時
間
か

ら
当
該
部
分
休
業
、
当
該
育
児
時
間
又
は
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤

務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す
る
。 

３ 

教
育
委
員
会
は
、
子
育
て
部
分
休
暇
に
つ
い
て
、
養
育
を
必
要
と
す
る
事
由

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
証
明
書
等
の
提
出
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。 

 

４ 

子
育
て
部
分
休
暇
の
申
請
は
、
第
十
二
号
様
式
及
び
第
十
三
号
様
式
に
よ
り

行
う
も
の
と
す
る
。 

 

５ 

教
育
委
員
会
は
、
子
育
て
部
分
休
暇
の
申
請
に
つ
い
て
、
条
例
第
十
八
条
の

三
第
一
項
に
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
を
承
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
申
請
に
係
る
期
間
の
う
ち
公
務
の
運
営
に

支
障
が
あ
る
日
又
は
時
間
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

６ 

子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
は
、
当
該
子
育
て
部
分
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
職

員
が
産
前
の
休
業
を
始
め
、
若
し
く
は
出
産
し
た
場
合
、
当
該
職
員
が
休
職
若

し
く
は
停
職
の
処
分
を
受
け
た
場
合
又
は
当
該
子
育
て
部
分
休
暇
に
係
る
子
が

死
亡
し
、
若
し
く
は
当
該
職
員
の
子
で
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
効
力
を

失
う
。 

 

７ 

教
育
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
子
育
て
部
分
休
暇
の

承
認
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。 

 

 

一 

子
育
て
部
分
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
職
員
が
当
該
子
育
て
部
分
休
暇
に
係

る
子
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
と
き
。 

 



 

二 

子
育
て
部
分
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
当
該
子
育
て
部
分
休

暇
に
係
る
子
以
外
の
子
に
係
る
子
育
て
部
分
休
暇
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
と

き
。 

 

 

三 
子
育
て
部
分
休
暇
を
取
得
し
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
当
該
子
育
て
部
分
休

暇
の
内
容
と
異
な
る
内
容
の
子
育
て
部
分
休
暇
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
と
き
。 

 

８ 

職
員
は
、
子
育
て
部
分
休
暇
に
係
る
子
の
養
育
状
況
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
第
十
四
号
様
式
に
よ
り
教
育
委
員
会
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
介
護
に
つ
い
て
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
意
向
確
認
等
） 

 

第
三
十
条
の
四 

条
例
第
十
八
条
の
四
第
一
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
制

度
又
は
措
置
（
以
下
「
介
護
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ

る
制
度
又
は
措
置
と
す
る
。 

 

 

一 

条
例
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
休
暇 

 

 

二 

条
例
第
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
時
間 

 

 

三 

条
例
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
る
同
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
深
夜
勤
務
を
さ
せ
な
い
こ
と
。 

 

 

四 

条
例
第
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
る
同
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
超
過
勤
務
を
さ
せ
な
い
こ
と
。 

 

 

五 

条
例
第
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
る
同
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
超
過
勤
務
を
さ
せ
な
い
こ
と
。 

 

 

六 

条
例
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
短
期
の
介
護
休
暇 

 

第
三
十
条
の
五 

条
例
第
十
八
条
の
四
第
一
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事

項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。 

 



 

一 

介
護
両
立
支
援
制
度
等 

 

 
二 

介
護
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
先
、
申
告
先
又
は
申
請
先 

 

 

三 
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第

七
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
休
業
手
当
金
そ
の
他
こ
れ
に
相
当
す

る
給
付
に
関
す
る
必
要
な
事
項 

 

２ 

条
例
第
十
八
条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
職
員
に
対
し
て
、

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
知
ら
せ
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ

か
の
方
法
（
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
に
お
け
る
第
三
号
に
掲
げ
る
方
法

に
つ
い
て
は
、
当
該
職
員
が
希
望
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
よ
っ
て
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

 

一 

面
談
に
よ
る
方
法 

 

 

二 

書
面
を
交
付
す
る
方
法 

 

 

三 

電
子
メ
ー
ル
そ
の
他
の
そ
の
受
信
を
す
る
者
を
特
定
し
て
情
報
を
伝
達
す

る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
電
気
通
信
（
以
下
「
電
子
メ
ー
ル
等
」
と
い
う
。
）

の
送
信
に
よ
る
方
法
（
当
該
職
員
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
等
の
記
録
を
出
力
す

る
こ
と
に
よ
り
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
） 

 

第
三
十
条
の
六 

条
例
第
十
八
条
の
四
第
一
項
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
措

置
（
第
三
号
に
掲
げ
る
措
置
に
あ
っ
て
は
、
職
員
が
希
望
す
る
場
合
に
限
る
。
）

は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
と
す
る
。 

 

 

一 

面
談 

 

 

二 

書
面
の
交
付 

 

 

三 

電
子
メ
ー
ル
等
の
送
信
（
当
該
職
員
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
等
の
記
録
を
出

 



力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
） 

（
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
） 

 
第
三
十
条
の
七 

条
例
十
八
条
の
五
第
一
項
第
三
号
の
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め

る
介
護
両
立
支
援
制
度
等
に
係
る
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
は
、
次
に

掲
げ
る
措
置
と
す
る
。 

 

 

一 

職
員
の
介
護
両
立
支
援
制
度
等
の
利
用
に
関
す
る
事
例
の
収
集
及
び
職
員

に
対
す
る
当
該
事
例
の
提
供 

 

 

二 

職
員
に
対
す
る
介
護
両
立
支
援
制
度
等
及
び
介
護
両
立
支
援
制
度
等
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
方
針
の
周
知 

 

（
期
間
計
算
） 

（
期
間
計
算
） 

第
三
十
一
条 

第
十
六
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十

六
条
ま
で
、
第
三
十
条
及
び
第
三
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
休
暇
の
期
間
に
は
、

週
休
日
並
び
に
休
日
及
び
代
休
日
を
含
む
も
の
と
す
る
。 

第
三
十
一
条 

第
十
六
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十

六
条
ま
で
及
び
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
休
暇
の
期
間
に
は
、
週
休
日
並
び
に
休

日
及
び
代
休
日
を
含
む
も
の
と
す
る
。 

 
 

（
中
略
） 

（
中
略
） 

 
 

第
一
号
様
式
～
第
三
号
様
式 

（
略
） 

第
一
号
様
式
～
第
三
号
様
式 

（
略
） 

第
四
号
様
式 

（
別
紙
の
と
お
り
） 

第
四
号
様
式 

（
別
紙
の
と
お
り
） 

第
五
号
様
式 

（
別
紙
の
と
お
り
） 
第
五
号
様
式 

（
別
紙
の
と
お
り
） 

第
六
号
様
式
～
第
九
号
様
式 

（
略
） 
第
六
号
様
式
～
第
九
号
様
式 

（
略
） 

第
十
号
様
式 

（
別
紙
の
と
お
り
） 

第
十
号
様
式 

（
別
紙
の
と
お
り
） 

第
十
一
号
様
式 

（
略
） 

第
十
一
号
様
式 

（
略
） 



第
十
二
号
様
式 

（
別
紙
の
と
お
り
） 

 
第
十
三
号
様
式 

（
別
紙
の
と
お
り
） 

 
第
十
四
号
様
式 

（
別
紙
の
と
お
り
） 

 

 
 

 
 

 

付 

則 
 

（
施
行
期
日
） 

 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

 

一 

付
則
第
三
項
の
規
定 

公
布
の
日 

 

 

二 

第
二
十
九
条
第
三
項
第
一
号
の
改
正
規
定 

令
和
七
年
六
月
一
日 

 

（
経
過
措
置
） 

 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
港
区
幼
稚
園
教
育
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
第

二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施

行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
の
育
児
時
間
の
申
出
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前

の
育
児
時
間
の
申
出
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
施
行
前
の
準
備
） 

 

３ 

改
正
後
の
規
則
第
二
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
時
間
の
申
出
及
び

第
三
十
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
子
育
て
部
分
休
暇
の
申
請
は
、
こ
の
規
則
の
施

行
の
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 
 

 



 

（改正案） 

 

第4号様式(第8条、第8条の2関係) 

深夜勤務制限・超過勤務制限請求書 

  年  月  日 

(任命権者) 

           様 

 次のとおり 

□ 養 育 

 

□ 介 護 

のため 

□ 深夜における勤務の制限 

 

□ 超過勤務の制限 

を請求します。 

  
 (港区幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条

例  □ 第11条の2  □ 第11条の3) 

請求者 所 属              

氏 名              

1 
請求に係る子

又は要介護者 

氏 名 
  

続 柄 等 
  

生年月日 

年  月  日生  養子 縁組

の効 力が

生じ た日 

年  月  日  
□ 出産予定日 

  年   月   日 

2 

職員の配偶者又

はパートナー

シップ関係の相

手方の有無及び

状況 

□ 無 □ 有 

□ 深夜において就業している 

□ 負傷、疾病又は身体上若しくは精神上の障害により養育が困

難である 

□ 産前6週間(多胎妊娠の場合にあっては、14週間)又は産後8週

間以内である 

3 

要介護者の状態

及び具体的な

介 護 の 内 容 

  

4 請求に係る期間 

深夜勤務の制限 
 年   月   日～   年   月   日 

□ 毎日  □ その他(           ) 

超過勤務の制限 
 年   月   日～             

□1年  □     月(12月に満たない者に限る)  

注 1 該当する□には、レ印を記入してください。 

  2 「続柄等」欄には、請求に係る子又は要介護者の請求者との続柄等(請求に係る子が第8条第2項第2

号に規定する特別養子縁組の成立前の監護対象者等に該当する場合にあっては、その事実。)を記入

してください。 

  3 子を養育するために深夜勤務の制限を請求する場合には、当該請求に係る子が満6歳に達する日以

後の最初の3月31日以前の日を制限終了日として請求してください。 

  4 「生年月日」欄は、請求に係る者が子である場合のみ記入してください。なお、請求に係る子が請

求の際に出生していない場合は、出産予定日を記入し、出産予定日の□にレ印を記入してください。 

  5 請求に係る子が養子の場合は、「養子縁組の効力が生じた日」欄に、その日を記入してください。 

  6 「職員の配偶者又はパートナーシップ関係の相手方の有無及び状況」欄は、子を養育するために深

夜勤務の制限を請求する場合のみ記入してください。 

  7 深夜において就業している者とは、深夜における就業日数が1月に3日を超える者をいいます。 

  8 「要介護者の状態及び具体的な介護の内容」欄は、要介護者を介護するための請求する場合のみ記

入してください。 

 



 

（現 行） 

第4号様式(第8条、第8条の2関係) 

深夜勤務制限・超過勤務制限請求書 

  年  月  日 

(教育長) 

           様 

 次のとおり 

□ 養 育 

 

□ 介 護 

のため 

□ 深夜における勤務の制限 

 

□ 超過勤務の制限 

を請求します。 

  
 (港区幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条

例  □ 第11条の2  □ 第11条の3) 

請求者 所 属              

氏 名              

1 
請求に係る子

又は要介護者 

氏 名 
  

続 柄 等 
  

生年月日 

年  月  日生  養子 縁組

の効 力が

生じ た日 

年  月  日  
□ 出産予定日 

  年   月   日 

2 

職員の配偶者又

はパートナー

シップ関係の相

手方の有無及び

状況 

□ 無 □ 有 

□ 深夜において就業している 

□ 負傷、疾病又は身体上若しくは精神上の障害により養育が困

難である 

□ 産前6週間(多胎妊娠の場合にあっては、14週間)又は産後8週

間以内である 

3 

要介護者の状態

及び具体的な

介 護 の 内 容 

  

4 請求に係る期間 

深夜勤務の制限 
 年   月   日～   年   月   日 

□ 毎日  □ その他(           ) 

超過勤務の制限 
 年   月   日～             

□1年  □     月(12月に満たない者に限る)  

注 1 該当する□には、レ印を記入してください。 

  2 「続柄等」欄には、請求に係る子又は要介護者の請求者との続柄等(請求に係る子が第8条第2項第2

号に規定する特別養子縁組の成立前の監護対象者等に該当する場合にあっては、その事実。)を記入

してください。 

  3 子を養育するために深夜勤務の制限を請求する場合には、当該請求に係る子が満6歳に達する日以

後の最初の3月31日以前の日を制限終了日として請求してください。 

  4 「生年月日」欄は、請求に係る者が子である場合のみ記入してください。なお、請求に係る子が請

求の際に出生していない場合は、出産予定日を記入し、出産予定日の□にレ印を記入してください。 

  5 請求に係る子が養子の場合は、「養子縁組の効力が生じた日」欄に、その日を記入してください。 

  6 「職員の配偶者又はパートナーシップ関係の相手方の有無及び状況」欄は、子を養育するために深

夜勤務の制限を請求する場合のみ記入してください。 

  7 深夜において就業している者とは、深夜における就業日数が1月に3日を超える者をいいます。 

  8 「要介護者の状態及び具体的な介護の内容」欄は、要介護者を介護するための請求する場合のみ記

入してください。 

 



 

（改正案） 

第5号様式(第8条、第8条の2関係) 

育児又は介護の状況変更届 

 

年  月  日 

 

 

(任命権者) 

              様 

 

所 属            

 

氏 名             

 

 次のとおり 

□ 深夜における勤務の制限 

 

□ 超過勤務の制限 

に係る 

□ 子の養育 

 

□ 要介護者の介護 

 

の状況について変更が生じたので届け出ます。 

 

 

 

 1 届出の事由 

 (1) 養育の状況の変更 

  □ 子が死亡した 

  □ 職員の子でなくなった 

   (□ 離 縁  □ 養子縁組の取消し  □ 家事審判事件の終了 

   □ 児童福祉法第27条第1項第3号の規定による措置の解除) 

  □ 同居しなくなった 

  □ 職員の配偶者又はパートナーシップ関係の相手方が深夜において常態として当該子

を養育できる者に該当することとなった 

  □ 上記以外の事由により請求できる職員に該当しなくなった 

    (理由：                             ) 

 

 

 

 (2) 介護の状況の変化 

  □ 要介護者が死亡した 

  □ 要介護者と職員との関係が配偶者若しくはパートナーシップ関係の相手方又は二

親等以内の親族でなくなった 

    (理由：                             ) 

  □ 上記以外の事由により請求できる職員に該当しなくなった 

    (理由：                             ) 

 

 

 2 届出に係る事実が発生した日 

     年    月    日 

 

 

 

注 1について 

  (1)中「職員の配偶者又はパートナーシップ関係の相手方が深夜において常態として当

該子を養育できる者に該当することとなった」は、深夜の勤務制限の承諾を受けている

場合において、状況が変更したときのみ□にレ印を記入すること。 

 



 

（現 行） 

第5号様式(第8条、第8条の2関係) 

育児又は介護の状況変更届 

 

年  月  日 

 

 

(教育長) 

              様 

 

所 属            

 

氏 名             

 

 次のとおり 

□ 深夜における勤務の制限 

 

□ 超過勤務の制限 

に係る 

□ 子の養育 

 

□ 要介護者の介護 

 

の状況について変更が生じたので届け出ます。 

 

 

 

 1 届出の事由 

 (1) 養育の状況の変更 

  □ 子が死亡した 

  □ 職員の子でなくなった 

   (□ 離 縁  □ 養子縁組の取消し  □ 家事審判事件の終了 

   □ 児童福祉法第27条第1項第3号の規定による措置の解除) 

  □ 同居しなくなった 

  □ 職員の配偶者又はパートナーシップ関係の相手方が深夜において常態として当該子

を養育できる者に該当することとなった 

  □ 上記以外の事由により請求できる職員に該当しなくなった 

    (理由：                             ) 

 

 

 

 (2) 介護の状況の変化 

  □ 要介護者が死亡した 

  □ 要介護者と職員との関係が配偶者若しくはパートナーシップ関係の相手方又は二

親等以内の親族でなくなった 

    (理由：                             ) 

  □ 上記以外の事由により請求できる職員に該当しなくなった 

    (理由：                             ) 

 

 

 2 届出に係る事実が発生した日 

     年    月    日 

 

 

 

注 1について 

  (1)中「職員の配偶者又はパートナーシップ関係の相手方が深夜において常態として当

該子を養育できる者に該当することとなった」は、深夜の勤務制限の承諾を受けている

場合において、状況が変更したときのみ□にレ印を記入すること。 

 



 

 

 

（改正案） 

第10号様式(第30条、第30条の2関係) 

 

申 請 事 由 変 更 届 

 

年 月 日  

 

 (任命権者) 

      様 

 

所 属            

氏 名            

 

次のとおり 

□介護休暇 

 

□介護時間 

に係る申請事由に変更が生じたので届け出ます。 

 

 1 届出の事由 

 □ 要介護者が死亡した。 

 □ 要介護者が介護を要しない状態になった。 

(内容) 

 

 

 

 

 □ 要介護者との関係が配偶者若しくはパートナーシップ関係の相手方又は二親等以

内の親族でなくなった 

 

 □ その他 

(内容) 

 

 

 

 

 2 届出の事由が発生した日 

    年  月  日 

 

 

  承 認 権 者 確 認 年  月  日   

介護休暇又は介

護時間取消し 
年  月  日 

  

 



 

 

 

（現 行） 

第10号様式(第30条、第30条の2関係) 

 

申 請 事 由 変 更 届 

 

年 月 日  

 

 (教育長) 

      様 

 

所 属            

氏 名            

 

次のとおり 

□介護休暇 

 

□介護時間 

に係る申請事由に変更が生じたので届け出ます。 

 

 1 届出の事由 

 □ 要介護者が死亡した。 

 □ 要介護者が介護を要しない状態になった。 

(内容) 

 

 

 

 

 □ 要介護者との関係が配偶者若しくはパートナーシップ関係の相手方又は二親等以

内の親族でなくなった 

 

 □ その他 

(内容) 

 

 

 

 

 2 届出の事由が発生した日 

    年  月  日 

 

 

  承 認 権 者 確 認 年  月  日   

介護休暇又は介

護時間取消し 
年  月  日 

  

 



 

（改正案） 

第１２号様式（第３０条の３関係） 

 

子 育 て 部 分 休 暇 承 認 申 請 書 

 

年  月  日提出 

（任命権者） 

            

               様 

申

請

者 

所 属 

職務名 

氏 名                

 

 

 次のとおり子育て部分休暇の承認を申請します。 

 

   

１  申請に係る子 

氏    名  

続  柄  等  

生 年 月 日    年   月   日 

２  申 請 期 間 

  及 び 時 間 

     期      間 時   間 

 

年  月  日から 

 

年   月    日まで 

 

□毎日 

   

□その他 

（    ） 

午前  時  分から 

    時  分まで 

午後  時  分から 

時  分まで 

 

年  月  日から 

 

年   月   日まで 

 

□毎日 

   

□その他 

（    ） 

午前  時  分から 

    時  分まで 

午後  時  分から 

時  分まで 

３ 備    考 

 

 



（改正案）

第１３号様式（第３０条の３関係）

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

備考承認権
者印

時間
　分

時間
　分

日
付

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

休暇の承認を取り消された時間
午　　前 午　　後

　時　　分から
　時　　分まで

所属

職務名

氏名

時間数 申請
者印

担当
者印

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

時間
　分

  月　　　　　　間　　　　　　計

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

　次のとおり子育て部分休暇の承認の取消しを申請します。

（任命権者）
　
　　　　　　　　　　　　　　　　様

子　育　て　部　分　休　暇　承　認　取　消　申　請　書

　年　　月分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分

　時　　分から
　時　　分まで

　時　　分から
　時　　分まで

時間
　分



（改正案） 

 

第１４号様式（第３０条の３条関係） 

 

養  育  状  況  変  更  届 

                                  年  月  日 提出 
 

（任命権者） 

                              様 

 

    

                                                         所 属 

 

                                                         職務名 

 

                                                         氏 名                     

 

 

 
   

次のとおり子育て部分休暇に係る子の養育の状況について変更が生じたので届け出ます。 

 

１ 届 出 の 事 由 

 

   □ 子育て部分休暇に係る子を養育しなくなった。 

 

      □ 同居しなくなった。  □ 負傷・疾病   □ その他（          ） 

 

   □ 子育て部分休暇に係る子が死亡した。 

 

   □ 子育て部分休暇に係る子と離縁した。 

 

  □ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が取り消された。 

 

  □ 子育て部分休暇に係る子との親族関係が特別養子縁組により終了した。 

 

  □ 子育て部分休暇に係る子についての民法第８１７条の２第１項の規定による請求に係る家 

事審判事件が終了した。 

 

  □ 子育て部分休暇に係る子との養子縁組が成立しないまま児童福祉法第２７条第１項第３号 

の規定による措置が解除された。 

 

   □ その他（                          ） 

 

 

 ２ 届出事由が発生した日 

 

         年  月  日 

  （注）該当する□にはレ印を記入すること。 
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教育人事企画課 

 

 港区幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施行規則の 

 一部を改正する規則等について 

 

審議内容 

 「港区幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例（以下「幼

稚園勤務時間条例」といいます。）」及び「港区職員の勤務時間、休日、休暇

等に関する条例（以下「区職員勤務時間条例」といいます。）」の改正に伴い、

関連する規則を改正します。 

 

１ 目的 

  令和７年第１回定例会において、仕事と育児、介護との両立支援及び柔軟

な働き方を一層推進するため、幼稚園勤務時間条例及び区職員勤務時間条例

の一部改正の議案を提出し、可決されました。 

  条例の改正に伴い、関連する「港区幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休

暇等に関する条例施行規則（以下「幼稚園勤務時間規則」といいます。）」、「港

区会計年度任用講師の勤務時間、休日、休暇等に関する規則（以下「講師勤

務時間規則」といいます。）」及び「港区会計年度任用講師の給与及び費用弁

償に関する規則（以下「講師給与規則」といいます。」の一部を改正します。 
 

２ 主な改正内容 

（１）育児を行う職員の超過勤務の制限に係る対象となる子の範囲の拡大 
   【対象規則：幼稚園勤務時間規則】 

   対象となる子の範囲を「３歳に満たない子」から「小学校就学の始期に

達するまでの子」に拡大します。 

（２）子の看護休暇の名称変更 
   【対象規則：幼稚園勤務時間規則、講師勤務時間規則、講師給与規則】 

   子の看護休暇の請求要件に、①学校の休業②教育又は保育に係る行事へ

の参加を追加することに伴い、休暇の名称を「子の看護等休暇」に変更し

ます。 

（３）子育て部分休暇の導入 

   【対象規則：幼稚園勤務時間規則】 

   小学校就学後の子を養育する職員の仕事と子育ての両立を支援するた

め、１日の勤務時間の一部を勤務しないことを認める子育て部分休暇を導

入します。 

  ア 対象者 

    満６歳に達する日の翌日以後の最初の４月１日から満１２歳に達す

る日以後の最初の３月３１日までの間にある子を養育する職員 

  イ 承認時間 

    １日につき２時間を超えない範囲内（勤務しない時間につき給与減額） 

令和７年３月２６日 
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2 
 

（４）育児時間の対象となる子の範囲の拡大 

   【対象規則：幼稚園勤務時間規則、講師勤務時間規則】 

  ア 対象となる子の範囲 

    「生後１年３月に達しない子」から「生後１年６月に達しない子」に

拡大します。 

  イ 男性職員の取得要件の拡大 

    生後１年６月に達するまでの全期間にわたり非承認要件（※）に該当

し、育児時間の承認を受けなかった男性職員は、生後１年６月以降に非

承認要件に該当にしなくなった場合は、生後２年に達する前日まで育児

時間を承認することができるよう改正します。 

    ※男性職員のみに設けられている育児時間の非承認要件 

     ①育児時間により育てようとする子について、配偶者又はパートナーシップ関

係の相手方が出産後の休養を与えられている場合 

     ②配偶者又はパートナーシップ関係の相手方が育児休業をしている場合 

     ③育児時間により育てようとする子について、配偶者又はパートナーシップ関

係の相手方が常態として育てることができる場合 

（５）介護の申出があった場合の意向確認等及び勤務環境の整備に関する措置 
   【対象規則：幼稚園勤務時間規則、講師勤務時間規則】 

  ア 介護の申出があった場合の意向確認等 

    ①介護の申出があった職員に対する介護両立支援制度等の周知及び

意向確認の面談実施②職員が満４０歳に達した年度における介護両立

支援制度等の周知③介護の申出を理由とした不利益取扱いの禁止を教

育委員会に義務付けます。 

  イ 勤務環境の整備に関する措置 

    介護休暇の承認の請求が円滑に行われるようにするため、①研修の実

施②相談体制の整備③その他勤務環境の整備に関する措置（介護休暇の

取得事例の提供等）を教育委員会に義務付けます。 

 

３ 施行期日 

  幼稚園勤務時間規則、講師勤務時間規則及び講師給与規則の施行期日は、

令和７年４月１日とします。 


